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ゲストスピーカーはブラジル Rio de Janeiro 出身の

Yuri さん、25 才です。ゆりさん、ラテンアメリカ人

と聞けばどんな美人が、と思いませんか？ん～、男性

でした。スピーチの後で質問者が名前の意味を尋ねた

折、 

母方の 50％がロシア人との由、それで皆さん納得。

彼のタイトルは From Diversity to Identity でしたが

Brazil with S（A view beyond the diversity）とも考え

た様です。自己紹介では自分のことを architect and 

dreamer と言っていました。 

 

では例によってブラジルをレビューしておきましょう。国土

はロシア、カナダ、アメリカ、中国に次いで５番目の広大な

国、人口も１億９千万人、BRIC’ｓの一翼、目覚しい経済発

展、特に sugar cane からの ethanol 

fuel の話題は特筆されるでしょう。出身地の Rio de Janeiro

は人口約 600万ですから大阪のイメージですね。首都 Sao 

Paulo が 1,100万ですから東京ですか。その位置というより

は下の写真がカーニバルと共にあまりにも有名です。 

 

彼のスピーチ内容は 

１） ブラジル人は melting pot  

Brazil has long been a melting pot for a wide range of cultures. From colonial times Portuguese 

Brazilians have favoured assimilation and tolerance for other peoples, and intermarriage was 

more acceptable in Brazil than in most other European colonies; however, Brazilian society has 

never been completely free of ethnic strife and exploitation, and some groups have chosen to 

remain separate from mainstream social life. Brazilians of mainly European descent account for 

more than half the population, although people of mixed ethnic backgrounds form an 

increasingly larger segment; roughly two-fifths of the total are mulattoes (mulatos; people of 

mixed African and European ancestry) and mestizos . A small proportion is of entirely African or 

Afro-Indian ancestry, and peoples of Asian descent account for an even smaller division of the 

total.このあたりが陽気さの原点かも知れませんね。 
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2) The developing brazil 

GDP $1,834t. GDP growth 5.4%, GDP/capita$9.700. 

これらの高層ビル群、ハイウエイ、Itaipu ダム、豊富

な天然資源、大規模な各種農業 soybeans, oranges,そし

て rice等が特筆されます。エタノール燃料については

今ブラジルでは Flexible-fuel vehicle の製造割合 70％

を越えているそうです。アメリカのとうもろこし、ブ

ラジルのさとうきび、今後どうなるのでしょうね。 

 

 

３） Eco Brazil 

なんと言っても大アマゾンです。動植物の種類は他に

類を見ないほどですがアマゾン以外にも Atlantic 

forest, semi-arid, Pantanal wetland, 広大なパンパス、

また Iguacu Falls in Parama も絶対外せないでしょう。

なにしろ species of plants は 55,000、freshwater fish 

3,000 種を記録しています。 

 

 

 

４）Eat Brazil 

彼の説明によると a national cooking style marked by the preservation of regional differences 

ですが主食は米、ブラウンビーンズ、肉も豊富、果物類はぶどう、りんご、マンゴなど格安です。

Sfiha, kibbeh などのアラブ料理から世界各国料理が揃っています。もちろん日本料理も人気メ

ニュー。そういえば日本料理の格付け問題もありましたね。ブラジルではどうなのでしょうか？ 

５） Urban rural Brazil 

ブラジルでも都市集中化が進み約 3 割の人々は大都市ゾーンに住んでいる、メトロポリタンゾ

ーンでの生産性は高いが影の部分も見逃せない、サンパウロのスラム、犯罪、そんなことにも一

言触れました。 

６） Alegria Brasil（ポルトガル語で ビバ、ブラジル！） 

ブラジルは a country moved by its main passions だそうです。サッカーを軸とした各種スポ

ーツ、カーニバル、サンバ、ボサノバ等の音楽、ロデオ、各種柔術、だけではなくナショナルオ
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ーケストラも有りますよと言っていました。

Afro-brazilian capoeira(fighting style dance)toka 

indigenious annual Olympic game 等も楽しそうで

す。 

最後の質問者、あなたは dreamer と言いましたが何

を dream していますか？ 

回答、新しい経験から学び、知識を積み上げ、自分

の周りにその知識を活かせて行きたい。 

すばらしいですね！日本、日本人をさらに知ってく

ださい。 

 

 

 


